
１０－１　九州地方とその周辺の地震活動(2006年５月～10月)

　　　　Seismic Activityin and around Kyushu District(May －October 2006)

　　　　　　　　　　気象庁福岡管区気象台

RlkuokaDistlictMeleololo函alObslvatoly， JMA

　今期開，九州地方とその周辺でM4.0以上の地震は34回，M5.0以上は６回，M6.0以上は１回発生した．

のうち最大は，６月12目に大分県西部で発生したM6.2の地震であった.

　2006年５月～10月のM4.0以上の哀史分布を第１図（a）及び第１図（b）に示す．

　主な地震活動は以下のとおりである．

ｙ一

心

（1）大分県西部の地震（第２図）

　6月12目に大分県西部の深さ145kmでM6.2（最大震度5弱）の地震が発生した．発言機構はフィリピン海

プレートが沈み込む方向に張力軸を持つ型で，フィリピン海プレート内部のやや深い場所で発生した地震で

ある．

　この地震の震央付近では，深さ90～130kmの繩貯ごM3～4程度の地震活動が時々みられるが，今回の地震

はこの活動部分よりやや深い場所で発生しており，今回の地震が発生した深さではM6.0を超えるような地震

はこれまでに観測されていなかった．

②奄美犬島近海の地震活動（第３図）

　奄美犬島近海では,8月から10月にかけてM4.0を越える地震訃やや目立って発生するなど,地震活動が時々

活発化する場所が見られた．

　このうち，8月13目にM5.3（最大震度3）の地震が発生したが，余震活動は低調であった．また，この地震

のすぐ東側で9月順にM5.4（最大震度3）の地震が発生した．この地震の余震活動は1週間程度活発な状況で

あったが，その後低調となった．この２つの地震の発言機構は，概ね北万一南東方向に圧力軸を持つ逆断層

型であった．

　さらに1995年10月18目のM6.9，翌19目のM6.7の地震（ともに津波あり）の余震域で，2006年9月11目に

M5.0（最大前変3）の地震が発生した．
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九州地方とその周辺の地震活動(2006年5月～7月、M≧4.0)
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九州地方とその周辺の地震活動(2006年５月～2006年７月、M≧4.0、深さ≦

700km)

Seismic Activity in andaround Kyushu district(May －July 2006､ M≧4.0、depth≦

700km)･
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九州地方とその周辺の地震活動(2006年8月～10月、M≧4.0)
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　　　図中の吹き出しは，陸域嗣.〔〕以上・海域甑O以上　　気象庁作成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(福岡管区気象台)

つづき(2006年８月～2006年10月，M≧4.0,深さ≦700km)

continued(August －October 2006, M≧4.0,depth≦700km)･
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６月12日　大分県西部の地震

震央分布図（1997年10月以降、M≧2.0、深さ20～170km）
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　　　　領域ａ内の断面図(Ａ－Ｂ投影)
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[亘]震央分布図(1923年８月以降、M≧5.0、深さ30～200km)
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　６月12目05時01分に大分県西部の深さ

145kmでM6.2（最大震度５弱）の地震が発生

した。発言機構は沈み込む方向に張力軸を特

つ型で、フィリピン海プレート内部のやや深

い場所で発生した地震である。余震活動は地

震発生直後にＭ１クラスが４回観測されてい

るのみである。今回の地震の震央付近では深

さ90～130kmの範囲でＭ３～４程度の地震活動

が時々見られるが、今回の地震はこの活動部

分よりもやや深い場所で発生しており、この

部分ではM6.0を超えるような地震はこれまで

観測されていない。

　この地震の南東側のフィリピン海プレート

の浅い側では、2006年３月27目にM5.5の地

震（最大震度５弱）が発生している。（囚）
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　1923年８月以降の活動をみると、今回の地

震が発生した周辺のフィリピン海プレート内

部ではM5.0を超える地震が数年に１同程度の

割合で発生しているが、1983年８月26目の

M6.6（最大震度４）以降、M6.0以上の地震は

観測されていなかった。（［亘］）
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第２図　大分県中部の地震

　Fig.2　The earthquake in thecentral part of oita prefllcture.
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奄美大島近海の最近の地震活動

震央分布図（1995年１月以降、M≧3.0）
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領域ａの地震活動経過図および回数積算図
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　発展機構

(気象庁CMT解)

　2006年８月13日に奄美犬島近海（ａ領域）でM5.3（最大震度３）の地震が発生した。この地震の余震活動

は低調であった。この地震のすぐ東側で９月１日にM5.4（最大震度３）の地震が発生した。余震活動は１週間

程度活発な状態であったが、その後低調になってきている。この２つの地震の発言機構（CMT解）は概ね北万

一南東方向に圧力軸を特つ逆断層型であった｡今回の地震の周辺では８月から10月にかけて地震活動が時々活

発化する場所が見られた。

　また、1995年10月18日のM6.9、翌19日のM6.7の地震（ともに津波あり）の余震域で、2006年９月11日

にM5.0（最大震度３）の地震が発生した（ｂ領域）。今回の地震前後に少し地震活動が見られたが、数日で収

まっている。

第３図　奄美大島近海の地震活動

　Fig.3　Seismic Activityin andaround Amami-Oshima lsland.
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